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９
月
定
例
会
は
、９
月
５
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
決
算
の
認
定
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
市

長
提
出
議
案
26
件
（
う
ち
、
報
告
６
件
、
陳
情
２
件
）
の
ほ
か
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
第
50
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

平
成
32
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新

東
名
高
速
道
路
開
通
に
伴
い
、
本
市
が

新
た
に
管
轄
す
る
区
間
へ
の
対
応
な
ど

に
よ
り
、
一
層
の
消
防
力
の
強
化
が
必

要
と
な
る
た
め
、
拠
点
と
な
る
消
防
署

西
分
署
の
建
て
替
え
を
行
う
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
建
て
替
え
工
事
の
予
定
価
格
に
占

め
る
落
札
価
格
の
比
率
が
98
・
65
％
と

か
な
り
高
い
結
果
と
な
っ
た
が
、
公
平

公
正
な
競
争
の
確
保
と
い
う
観
点
に
お

け
る
、
本
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
よ
り
多
く
の
事
業
者
が
参
加
で
き

る
よ
う
、
共
同
企
業
体
の
代
表
構
成
員

に
つ
い
て
、
県
内
に
本
店
ま
た
は
受
任

地
が
あ
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
条
件

と
し
た
。
ま
た
、
落
札
決
定
す
る
ま
で

入
札
参
加
者
数
や
事
業
者
名
を
公
表
せ

ず
に
入
札
し
た
結
果
で
あ
り
、
一
定
の

競
争
性
は
確
保
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
多
く
の
市
内
事
業
者
が
参
加
で

き
る
よ
う
、
発
注
の
方
法
や
条
件
を
整

え
、
公
平
公
正
な
競
争
性
の
確
保
に
努

め
て
ほ
し
い
。

要
望　
西
中
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
た

め
、
工
事
の
騒
音
で
授
業
に
支
障
が
で

な
い
よ
う
配
慮
し
、
西
中
学
校
体
育
館

等
複
合
施
設
整
備
事
業
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
工
事
を
進
め
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

平
成
28
年
度
決
算
を
認
定

9 月
定例会

一
層
の
消
防
力
強
化
の
た
め

消
防
署
西
分
署
を
建
て
替
え

第
64
代
議
長
に
阿
蘇
佳
一
議
員

第
66
代
副
議
長
に
相
原
學
議
員
が
就
任

「はだの議会だより」は再生紙を使用しています。

（
議
案
審
議
は

７
面
に
も
掲
載
）

議

案

審

議
　

定
例
会
開
会
日
の
９
月
５
日
に
、
川

口
薫
議
長
、
古
木
勝
久
副
議
長
か
ら
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
、
同
日
の
本
会
議
に

お
い
て
こ
れ
を
許
可
し
、
そ
れ
ぞ
れ
投

票
に
よ
る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
阿
蘇
佳
一
議
員
（
民
政

会
）
が
第
64
代
議
長
に
、
相
原
學
議
員

（
自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ
）
が
第
66
代

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
佳
一
議
員
は
、
昭
和
23
年
生
ま

れ
。
議
長
、
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
。

　

相
原
學
議
員
は
、
昭
和
22
年
生
ま
れ
。

前
総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
。

被害状況を地図上に記入するなど、実践的な訓練を実施

　市議会では、8月26日（土）に初めて災害時等対策訓練を行いました。
　4月1日に施行した「秦野市議会災害時等行動マニュアル」の実践と検証を目的とし、震度7の地震が
発生したことを想定して、各自の動きを確認しました。
　当日は、正・副議長と議会事務局職員がシェイクアウト訓練や災害等対策会議立ち上げ訓練を行うと
ともに、全議員が参加し、タブレット端末のメールを活用した、安否確認・情報提供訓練を行いました。

見頃を迎えたカルチャーパークバラ園の秋バラ

阿蘇佳一議長相原　學副議長

新たな消防需要に対応する消防署西分署
（完成イメージ）

災害時等対策訓練を実施
～災害時等行動マニュアルを初検証～
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ふ
る
さ
と
寄
附
金
特
産
品
贈
呈
事
業
に

つ
い
て

問　
魅
力
的
な
返
礼
品
を
数
多
く
揃
え

る
こ
と
に
よ
り
、
市
外
か
ら
多
く
の
寄

附
金
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
評
価
し
て

い
る
が
、
市
民
が
他
自
治
体
へ
ふ
る
さ

と
寄
附
を
し
て
い
る
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
本
市
へ
の
寄
附
金
を
増
や

す
た
め
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
外
へ
の
寄
附
件
数
は
、
平
成
28

年
が
２
５
１
３
件
で
27
年
の
約
2
倍
に

増
え
て
い
る
。
今
後
の
対
応
と
し
て
、

桜
の
縁
で
交
流
が
深
ま
っ
て
い
る
静
岡

県
河
津
町
の
海
産
物
を
加
え
る
こ
と
な

ど
の
検
討
や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活

用
し
た
広
報
宣
伝
を
引
き
続
き
行
い
、

よ
り
多
く
の
人
に
寄
附
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
努
め
た
い
。

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
に
つ
い
て

要
望　
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
工
事

が
行
わ
れ
る
前
提
と
し
て
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
が
、
急
傾
斜
地
は
市
内
に
多
く

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
崖
地
周
辺
の
危
険

な
実
態
を
よ
く
把
握
し
た
上
で
、
県
と

の
調
整
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

消
防
団
サ
ポ
ー
ト
制
度
に
つ
い
て

問　
消
防
団
員
と
家
族
の
福
利
厚
生
を

充
実
す
る
こ
と
で
入
団
を
促
進
し
、
地

域
の
活
性
化
と
地
域
消
防
力
の
強
化
を

図
る
た
め
、
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
制
度
を

平
成
28
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
が
、
協

力
す
る
店
舗
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

答　
現
在
、
協
力
店
舗
は
80
店
舗
だ
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
に
店
舗

名
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
る
宣
伝
効
果

や
、
社
会
貢
献
と
い
う
点
で
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
は
、
消
防
団
員
や

そ
の
家
族
が
実
際
に
店
舗
を
訪
れ
る
こ

と
に
よ
る
集
客
率
の
向
上
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

要
望　
消
防
団
員
と
協
力
店
舗
の
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

充
実
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
推
進
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
消
防
団
員
と
そ
の
家

族
が
、
一
緒
に
参
加
し
て
触
れ
合
え
る

企
画
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

消
防
署
西
分
署
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
工
事
設
計
委
託
業
務
の
執
行
率
が

予
算
額
の
約
半
分
と
低
く
な
っ
た
が
、

実
施
設
計
の
成
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
事
業
者
は
、
他
市
の
消
防
庁
舎
設

計
な
ど
の
実
績
が
あ
り
、
本
市
が
提
示

し
た
仕
様
を
十
分
に
盛
り
込
ん
だ
実
施

設
計
と
な
っ
て
い
る
。

要
望　
建
て
替
え
に
当
た
り
、
平
成
32

年
度
か
ら
救
急
隊
の
増
隊
や
機
材
な
ど

の
充
実
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
訓
練
や
研
修
を
十
分
に
行
い
任
務

を
遂
行
し
て
ほ
し
い
。

委
員
長　

相　

原　
　
　

學

副
委
員
長　
各
常
任
委
員
会
委
員
長

総
務
分
科
会

座　
　

長　

今　

井　
　
　

実

副
座
長　

八　

尋　

伸　

二

委

員　

露　

木　

順　

三

同
　

谷　
　
　

和　

雄

同
　

横　

山　
む
ら
さ
き

同
　

高　

橋　

文　

雄

同
　

諸　

星　
　
　

光

文
教
福
祉
分
科
会

座　
　

長　

山　

下　

博　

己

副
座
長　

古　

木　

勝　

久

委

員　

佐　

藤　

文　

昭

同
　

川　

口　
　
　

薫

同
　

横　

溝　

泰　

世

同
　

風　

間　

正　

子

同
　

村　

上　
　
　

茂

同
　

和　

田　

厚　

行

環
境
都
市
分
科
会

座　
　

長　

木　

村　

眞　

澄

副
座
長　

加　

藤　
　
　

剛

委

員　

吉　

村　

慶　

一

同
　

野　

田　
　
　

毅

同
　

小　

菅　

基　

司

同
　

髙　

橋　

照　

雄

同
　

大　

野　

祐　

司

市
民
力
の
実
現
や
地
域
ま
ち
づ
く
り
拠

点
の
整
備
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
市
民
と
の
協
働
を
は
じ
め
と
し
た

市
民
力
の
実
績
と
、
市
民
力
を
実
践
す

る
拠
点
整
備
へ
の
支
援
は
、
ど
う
か
。

答　
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
に
よ
り

事
業
を
行
う
提
案
型
協
働
事
業
を
創
設

し
、
平
成
28
年
度
は
健
康
寿
命
を
延
ば

す
介
護
予
防
事
業
な
ど
、
３
件
の
事
業

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
開
放
型
自
治
会

館
な
ど
の
拠
点
整
備
を
支
援
し
た
。

専
門
性
の
高
い
人
材
育
成
と
職
員
の
適

正
配
置
に
つ
い
て

問　
専
門
的
な
職
員
育
成
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。
ま
た
、
女
性
職
員
の
管
理

職
へ
の
登
用
や
再
任
用
職
員
の
配
置
な

ど
、
職
員
の
適
正
配
置
は
ど
う
か
。

答　
専
門
性
向
上
の
た
め
、
外
部
研
修

や
関
係
機
関
へ
の
派
遣
を
続
け
、
自
身

の
強
み
を
生
か
し
、
効
果
的
に
職
務
に

取
り
組
め
る
仕
組
み
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
女
性
職
員
だ
か
ら
こ

そ
活
躍
で
き
る
場
や
再
任
用
職
員
の
知

識
・
経
験
が
生
き
る
業
務
な
ど
に
配
慮

し
、
適
切
な
配
置
に
努
め
る
。

地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
教
育
の
取
り

組
み
と
課
題
に
つ
い
て

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
幼

小
中
一
貫
教
育
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に

関
連
づ
け
て
進
め
る
の
か
。
ま
た
、
教

員
の
多
忙
化
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な

支
援
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
一
貫
教
育
と
い
う
縦
軸
に
学
校
運

営
や
教
育
活
動
と
い
っ
た
横
軸
が
交
わ

り
、
目
指
す
子
ど
も
像
・
学
校
像
を
地

域
と
共
有
し
、
一
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
支
援
組
織
の
業

務
が
逆
に
教
育
現
場
の
多
忙
化
を
招
く

事
例
も
あ
り
、
先
行
す
る
西
中
学
校
な

ど
の
取
り
組
み
を
検
証
し
た
い
。

災
害
等
の
緊
急
時
に
備
え
た
実
践
的
な

訓
練
に
つ
い
て

問　
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
※
防

災
ゲ
ー
ム
な
ど
、
実
践
的
な
防
災
訓
練

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
自
治
会
な
ど
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
派
遣
し
実

施
し
て
い
る
が
、
今
後
は
防
災
教
育
訓

練
の
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
い
。

地
域
特
産
品
の
活
用
や
じ
ば
さ
ん
ず
の

拡
充
に
つ
い
て

問　
本
市
の
農
産
物
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
化
が
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
じ
ば
さ
ん
ず
の
機
能

拡
充
を
図
る
た
め
移
転
し
、
食
の
発
信

拠
点
と
し
て
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

答　
既
存
の
認
証
制
度
だ
け
で
な
く
、

秦
野
名
水
な
ど
の
地
域
資
源
も
活
用
し
、

地
域
間
競
争
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
ま
た
、
じ
ば
さ
ん

ず
の
立
地
を
生
か
し
、
地
場
産
食
材
を

用
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
設
置
な
ど
に
よ
り
、

十
分
に
拠
点
と
な
る
と
考
え
る
。

分
娩
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

問　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
再
開
に

向
け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。
ま

た
、
八
木
病
院
の
移
転
に
か
か
る
取
り

組
み
と
、
分
娩
を
継
続
し
て
い
る
診
療

所
へ
の
支
援
は
ど
う
か
。

答　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
再
開
に

つ
い
て
は
、
県
に
派
遣
に
つ
な
が
る
寄

附
講
座
の
開
設
支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

八
木
病
院
に
つ
い
て
は
平
成
34
年
の
開

設
を
柱
と
し
、
33
年
ま
で
市
有
地
を
確

保
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
で

分
娩
を
扱
う
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
分

娩
手
当
の
助
成
だ
け
で
な
い
、
新
た
な

支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
東
名
高
速
道
路
や
国
道
２
４
６
号
バ

イ
パ
ス
な
ど
を
生
か
し
た
周
辺
整
備
に

つ
い
て

問　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
活
用
に

は
各
高
速
道
路
間
の
接
続
が
重
要
で
あ

る
が
、
進
捗
は
ど
う
か
。
ま
た
、
西
の

玄
関
口
と
な
る
（
仮
称
）
秦
野
西
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺
整
備
は
ど
う
か
。

答　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の
非
事

業
化
区
間
に
つ
い
て
は
、
有
志
議
員
の

支
援
も
あ
り
事
業
化
を
働
き
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
工
業
系
用
途
地
域
に
お
い

て
緑
地
面
積
率
を
緩
和
し
、
既
に
施
設

増
設
な
ど
を
検
討
す
る
企
業
も
あ
り
、

本
市
西
部
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

滞
納
者
の
生
活
実
態
の
把
握
と
適
正
な

債
権
管
理
に
つ
い
て

問　
安
易
な
不
納
欠
損
処
分
を
せ
ず
、

滞
納
者
の
生
活
実
態
を
つ
か
む
べ
き
で

あ
る
。
児
童
手
当
か
ら
特
別
徴
収
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
生
活
状
況
を
考
慮
し
て
執
行
し
て

お
り
、
特
別
徴
収
も
行
っ
て
い
な
い
。

市
民
に
よ
る
公
共
施
設
の
夜
間
管
理
の

可
能
性
に
つ
い
て

問　
公
共
施
設
の
利
用
者
が
夜
間
管
理

を
し
、
使
用
料
が
削
減
で
き
な
い
か
。

答　
コ
ス
ト
減
に
つ
な
が
る
が
、
超
え

る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
考
え
る
。

総

括

質

疑

西
庁
舎
敷
地
拡
張
に
伴
う
流
用
に
つ
い

て問　
当
初
購
入
を
予
定
し
た
土
地
の
隣

接
地
を
取
得
す
る
た
め
、
土
地
交
換
に

よ
る
差
額
の
支
払
い
と
、
そ
れ
に
伴
う

補
償
費
と
し
て
約
６
６
０
万
円
を
流
用

し
て
い
る
。
当
初
購
入
を
予
定
し
た
土

地
の
隣
接
地
が
売
り
に
出
さ
れ
た
時
点

で
早
期
に
購
入
を
判
断
す
べ
き
で
あ
っ

た
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
購
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
当
然
重
要

で
あ
る
が
、
相
手
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、

災
害
時
の
ス
ペ
ー
ス
や
将
来
の
こ
と
を

見
据
え
た
上
で
、
西
庁
舎
の
土
地
の
形

状
が
よ
り
良
い
形
に
な
る
よ
う
、
補
償

費
を
支
出
し
て
も
購
入
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
た
。

平成28年度決算を
審査・認定

歳
入
の
質
疑

　平成28年度の「一般会計決算」と「水道事業会計決算」、「公共下水道
事業会計決算」、そして「国民健康保険事業」、「介護保険事業」、「後期高
齢者医療事業」の認定についての各議案は、9月5日の本会議で、委員会
条例を改正し、23人の委員で構成する予算決算常任委員会を設置、9月7
日の本会議で同委員会に付託しました。
　委員会では、9月12日に総括質疑と歳入の質疑、13日に総務分科会、
14日に文教福祉分科会、15日に環境都市分科会をそれぞれ開催し、執行
部に関係職員の出席を求め、慎重に審査しました。

（以下、質疑などの要旨を掲載）

会 計 区 分 歳　　　入 歳　　　出

一 般 会 計 495億1104万円 475億7737万円

水 道 事 業 会 計 30億1241万円 26億8359万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 70億5589万円 69億3938万円

国民健康保険事業特別会計 207億734万円 204億8218万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 108億6155万円 105億9847万円

後期高齢者医療事業特別会計 19億3534万円 18億2434万円

計 930億8357万円 901億533万円

※平成27年度と比べると、歳入は5億8535万円の増（＋0.6％）、歳出は21億
1734万円の増（＋2.4％）となりました。

平成28年度各会計決算額

総 務
分 科 会
政策部・市長公室
財務部・市民部
会計課・監査事務局
選挙管理委員会事務局
議会事務局・消防本部

予 算 決 算 常 任 委 員

敷地拡張を検討する市役所西庁舎

コミュニティ・スクールの有効な
活用を（写真は西中学校）

用語解説 ※防災ゲーム：災害のさまざまな要素をゲームに取り込み、その疑似体験を通じてプレイヤー自らの災害対応・災害行動を学習・訓練するための防災シュミレーションゲームのこと
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個
人
井
戸
の
水
質
検
査
に
か
か
る
費
用

の
助
成
に
つ
い
て

要
望　
地
下
水
保
全
条
例
に
基
づ
く
、

個
人
井
戸
の
届
け
出
件
数
は
８
７
９
件

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
災
害
時
に
飲
料

水
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
現
在
、
個
人
で
負
担
し
て
い
る
水

質
検
査
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
助

成
す
る
制
度
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

秦
野
落
花
生
生
産
支
援
事
業
に
つ
い
て

意
見　
平
成
28
年
度
の
落
花
生
収
穫
量

は
25
年
度
と
比
較
す
る
と
約
２
割
減
少

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
人
気
が
あ

る
「
う
で
ピ
ー
」
な
ど
の
加
工
品
を
メ

イ
ン
に
、
秦
野
の
落
花
生
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
生

産
性
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

な
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

「
農
」
の
担
い
手
育
成
支
援
事
業
に
つ

い
て

要
望　
新
規
青
年
就
農
者
を
対
象
に
就

農
直
後
の
経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
を

す
る
た
め
、
青
年
就
農
給
付
金
制
度
を

設
け
て
い
る
が
、
近
隣
の
農
業
高
校
や

質
の
高
い
相
談
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、

相
談
員
の
増
員
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

ペ
ッ
ト
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
に

つ
い
て

要
望　
ペ
ッ
ト
の
い
る
家
庭
が
多
く
な

り
、
災
害
時
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
25
年
度
に
策
定
さ
れ
た

「
ペ
ッ
ト
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
市

獣
医
師
会
や
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
関
係
機
関
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
、
よ
り
具
体
的
な
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
し
て
改
定
し
て
ほ
し
い
。

老
人
い
こ
い
の
家
の
管
理
運
営
に
つ
い

て要
望　
平
成
28
年
度
に
、
高
齢
者
福
祉

施
設
と
し
て
の
機
能
を
継
承
し
な
が
ら

自
治
会
館
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
老

人
い
こ
い
の
家
す
ず
は
り
荘
の
建
物
を

鈴
張
町
自
治
会
に
無
償
譲
渡
し
た
が
、

自
治
会
加
入
率
が
下
が
る
中
、
建
物
の

修
繕
費
用
は
深
刻
な
問
題
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
施
設
の
運
営
に
対
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

教
育
指
導
助
手
派
遣
事
業
に
つ
い
て

問　
学
習
に
お
け
る
基
本
的
事
項
の
理

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
す
る
だ
け

で
な
く
、
小
田
急
線
の
車
内
モ
ニ
タ
ー

も
活
用
し
周
知
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

は
だ
の
桜
み
ち
の
桜
の
樹
木
診
断
に
つ

い
て

問　
平
成
28
年
６
月
に
市
道
６
２
３
号

線
沿
い
の
水
無
川
緑
地
の
桜
が
、
腐
朽

菌
が
原
因
で
倒
木
し
た
こ
と
に
よ
り
、

は
だ
の
桜
み
ち
が
あ
る
市
道
23
号
線
の

桜
の
樹
木
診
断
を
実
施
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
結
果
と
今
後
の
対
応
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
樹
木
診
断
の
結
果
、
倒
木
の
危
険

性
が
高
い
と
診
断
さ
れ
た
も
の
が
27
本

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
29
年
度

は
８
本
、
残
り
の
19
本
は
30
年
度
以
降

に
伐
採
を
行
い
、
併
せ
て
、
根
の
除
去

と
歩
道
改
修
を
行
っ
て
い
く
。

建
築
物
耐
震
改
修
等
補
助
事
業
に
つ
い

て問　
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
た

耐
震
化
へ
の
補
助
制
度
を
創
設
し
て
い

る
が
、
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
棟
数
と
補
助
制
度
を

解
や
生
活
指
導
に
よ
る
基
本
的
生
活
習

慣
の
形
成
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
教

育
指
導
助
手
を
派
遣
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
学
校
に
は
教
職
員
の
多
忙
化
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
子

ど
も
一
人
一
人
と
向
き
合
い
な
が
ら
寄

り
添
い
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
す
る

こ
と
で
、
個
々
に
応
じ
た
適
切
な
教
育

的
対
応
な
ど
が
可
能
と
な
っ
た
。

要
望　
こ
の
事
業
は
、
い
じ
め
・
不
登

校
対
策
と
し
て
も
有
効
で
あ
り
、
教
職

員
の
多
忙
化
解
消
の
役
割
も
担
っ
て
い

る
。
市
の
単
独
事
業
で
あ
る
た
め
、
国

や
県
に
予
算
上
の
支
援
に
つ
い
て
要
望

を
行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

西
中
学
校
体
育
館
等
複
合
施
設
整
備
に

つ
い
て

要
望　
地
域
交
流
の
拠
点
機
能
を
持
つ

多
機
能
型
体
育
館
と
し
て
整
備
す
る
に

あ
た
り
、
平
成
28
年
度
に
施
設
の
規
模

や
配
置
、
機
能
な
ど
に
つ
い
て
整
備
構

想
の
策
定
を
行
い
、
29
年
度
は
基
本
設

計
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
学
校
教

利
用
し
て
耐
震
診
断
が
行
な
わ
れ
た
実

績
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
は
24
棟
あ
り
、
現
在
ま
で

に
３
棟
が
補
助
制
度
を
利
用
し
、
現
在

１
棟
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
共
有
の
建

物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
の
合
意

形
成
な
ど
に
時
間
を
要
す
る
が
、
耐
震

化
が
済
ん
で
い
な
い
戸
建
の
木
造
住
宅

も
含
め
て
、
引
き
続
き
耐
震
化
に
向
け

た
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

育
や
地
域
交
流
で
相
互
利
用
す
る
際
に

支
障
が
な
い
よ
う
、
機
能
性
と
安
全
性

を
兼
ね
備
え
た
設
計
と
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

教
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
在
り

方
に
つ
い
て

要
望　
教
職
員
の
心
的
健
康
を
保
持
す

る
た
め
、
自
己
診
断
評
価
を
教
職
員
間

で
共
有
し
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
対

応
に
反
映
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
新
た
な
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

方
法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
市
役
所
西
庁
舎
敷
地
拡
張
に
当
た
り
、

土
地
購
入
が
遅
れ
不
要
な
支
出
が
発
生

し
た
こ
と
、
ま
た
、
市
税
滞
納
者
の
生

命
保
険
を
差
し
押
さ
え
て
い
る
こ
と
、

自
然
環
境
や
地
域
を
分
断
す
る
新
東
名

高
速
道
路
関
連
事
業
を
進
め
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
自
主
財
源
の
要
で
あ
る
市
税
収
入
、

と
り
わ
け
個
人
市
民
税
は
４
年
連
続
の

減
と
な
る
な
ど
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
が
明
確
に
表
れ
、
本
市
の
担
税
力
は

さ
ら
に
低
下
し
て
お
り
、
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
な
ど
で
し
の
ぐ
厳
し
い

１
年
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
専
門
部
署
を

設
置
し
収
入
未
済
額
や
不
納
欠
損
額
を

減
ら
し
、
借
り
入
れ
を
最
小
限
に
と
ど

め
、
決
算
時
点
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
黒
字
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
公

共
施
設
再
配
置
計
画
や
鶴
巻
温
泉
駅
南

口
整
備
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整

備
に
、
満
床
と
な
っ
た
定
住
化
促
進
住

宅
「
ミ
ラ
イ
エ
秦
野
」
な
ど
、
将
来
世

代
を
見
据
え
た
事
業
を
両
立
し
展
開
し

て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

　
こ
れ
以
外
に
も
、
小
児
医
療
費
助
成

対
象
者
の
拡
大
や
桜
と
山
を
効
果
的
に

つ
な
げ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
に
よ
る
本
市
の

知
名
度
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
進
め
た
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
集
中

投
資
す
る
た
め
に
は
事
業
を
選
別
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
道
路
な

ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
計
画
な
ど
、

着
手
し
づ
ら
い
事
業
へ
の
積
極
的
な
投

資
も
必
要
で
あ
る
。

　
本
市
に
と
っ
て
新
東
名
高
速
道
路
が

開
通
す
る
重
要
な
年
で
あ
る
平
成
32
年

度
が
目
前
に
迫
る
中
、
同
年
に
開
催
さ

れ
る
オ
リ
パ
ラ
を
契
機
と
し
た
森
づ
く

り
な
ど
、
時
代
を
見
据
え
た
市
政
運
営

を
期
待
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

水
道
事
業
会
計

設
備
の
見
直
し
と
黒
字
経
営
を
維
持
す

る
こ
と
に
つ
い
て

問　
設
備
に
お
け
る
※
最
大
稼
働
率
と

※
施
設
利
用
率
に
つ
い
て
は
、
類
似
団

体
と
比
較
し
て
低
い
数
値
で
あ
り
、
設

備
が
過
剰
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
設
備
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
重
要
度
や
地
震
に
よ
る
リ
ス
ク
な

ど
を
考
慮
し
た
上
で
施
設
の
効
率
化
や

統
廃
合
を
図
る
。
ま
た
、
今
後
、
配
水

管
網
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
、
施
設
規

模
の
適
正
化
に
努
め
て
い
く
。

要
望　
水
道
料
金
を
上
げ
ず
に
黒
字
経

営
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
努
力
を
続
け

て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
家
事
用
と
事
業
用
の
水
道
料
金
値
上

げ
幅
が
異
な
る
こ
と
、
消
費
税
を
賦
課

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
県
内
広
域
水
道
企
業
団
の
経
営
状
況

に
踏
み
込
み
、
県
水
受
水
費
が
適
正
で

あ
る
か
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

公
共
下
水
道
事
業
会
計

経
営
状
態
を
示
す
営
業
収
支
比
率
に
つ

い
て

問　
営
業
活
動
の
能
率
を
示
す
営
業
収

支
比
率
が
、
全
国
平
均
と
比
較
し
非
常

に
低
い
。
公
共
料
金
を
値
上
げ
し
て
も

市
民
の
利
益
が
増
し
た
印
象
は
な
い
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
る
か
。

答　
平
成
29
年
４
月
に
公
共
下
水
道
使

用
料
を
値
上
げ
し
、
経
営
の
健
全
性
は

高
い
と
監
査
委
員
か
ら
評
価
を
得
た
が
、

自
前
の
処
理
場
を
有
し
、
負
債
の
企
業

債
現
在
高
が
約
３
４
９
億
円
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画
に

従
い
、
経
営
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
消
費
税
を
課
税
し
、
生
活
保
護
受
給

世
帯
に
も
公
共
下
水
道
使
用
料
を
賦
課

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
浄
化
槽
管
理
の
権
限
移
譲
を
受
け
、

計
画
に
即
し
た
水
洗
化
率
を
目
指
す
べ

き
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
医
療
受
診
を
妨
げ
る
資
格
証
明
書
を

発
行
し
続
け
て
お
り
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

介
護
保
険
事
業特

別
会
計

地
域
支
え
合
い
型
認
定
ド
ラ
イ
バ
ー
養

成
研
修
に
つ
い
て

問　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
な
ど
に
対
し
、
無
償

で
移
動
支
援
を
担
う
認
定
ド
ラ
イ
バ
ー

養
成
研
修
を
初
め
て
開
催
し
た
が
、
概

要
は
ど
う
か
。

答　
福
祉
的
視
点
で
の
運
転
方
法
や
各

地
域
で
実
施
し
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
、

新
た
な
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
創
出

に
つ
な
が
る
講
座
を
開
催
し
た
。

要
望　
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と

は
介
護
予
防
に
有
効
で
あ
り
、
今
後
も

多
く
の
担
い
手
を
創
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
自
己
負
担
と

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
高
齢
者
に
重
い
負
担
を
求
め
る
現
行

制
度
を
廃
止
し
、
老
人
保
険
制
度
に
戻

す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

騒
音
・
振
動
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　
一
つ
の
事
業
所
か
ら
発
生
し
た
騒

音
が
主
な
要
因
と
な
り
、
平
成
28
年
度

に
お
け
る
騒
音
・
振
動
苦
情
対
応
件
数

は
27
年
度
よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

が
、
騒
音
の
場
合
、
継
続
し
て
測
定
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
一
定
の
期
間
、

連
続
測
定
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
騒
音
に
限
ら
ず
、
公
害
の
発
生
は

ケ
ー
ス
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
ま
ず
は

現
状
を
確
認
し
、
そ
れ
に
適
し
た
指
導

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
継
続
し
て
測

定
す
る
こ
と
も
必
要
に
応
じ
て
行
う
可

能
性
は
あ
る
が
、
市
内
の
各
事
業
所
に

は
規
制
基
準
の
順
守
と
周
辺
住
民
へ
の

配
慮
を
強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
相
談
事
業
に
つ
い
て

問　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
お
け
る

悩
み
な
ど
、
複
雑
で
多
様
化
す
る
子
ど

も
に
関
す
る
平
成
28
年
度
の
相
談
件
数

は
、
27
年
度
と
比
べ
２
千
件
近
く
増
加

し
た
が
、
そ
の
対
応
状
況
は
ど
う
か
。

答　
養
育
と
発
達
・
性
格
行
動
に
関
す

る
相
談
が
特
に
増
加
し
て
お
り
、
発
達

に
課
題
を
持
つ
子
ど
も
に
対
し
て
、
発

達
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
保
護
者

の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
学
校
と
協
力

し
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

な
ど
、
自
ら
の
力
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
を
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

要
望　
教
育
と
福
祉
の
連
携
が
必
要
な

場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
門
性
の
高

い
研
修
に
相
談
員
を
積
極
的
に
参
加
さ

せ
る
こ
と
や
、
相
談
件
数
が
増
え
て
も

用語解説 ※最大稼働率：最大給水率の割合を示す指標。１日最大配水量÷１日排水能力×100で算出される。
※施設利用率：１日に平均してどの程度施設が効率的に運営されているかを示す指標。１日平均排水量÷１日排水能力×100で算出される。

文 教 福 祉
分 科 会

環 境 都 市
分 科 会

福 祉 部

こども健康部

教 育 委 員 会

環 境 産 業 部
建設部・都市部
上 下 水 道 局
農業委員会事務局

討

論

地元自治会に無償譲渡された
老人いこいの家すずはり荘落花生のブランド化を図り、生産増を
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黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
よ
り
、

ま
ず
集
ま
る
こ
と
が
大
切
だ

次
世
代
へ
つ
な
が
る
責
任
あ
る
未
来
を

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に

地
域
活
性
化
に
努
め
よ

さ
ら
な
る
30
年
を
見
据
え
た

生
産
緑
地
の
検
討
を

実
際
の
選
挙
を
活
用
し
て

生
き
た
授
業
を

　
創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
加
藤　
　
剛

一　
主
権
者
教
育
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
１
月
に
は
市
長
選
挙
が

行
わ
れ
る
。
実
際
の
公
約
が
記
載
さ
れ

た
選
挙
広
報
な
ど
を
用
い
て
授
業
を
行

え
ば
、
そ
の
後
の
主
権
者
教
育
に
良
い

影
響
を
も
た
ら
し
続
け
る
と
考
え
る
が
、

取
り
入
れ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答　
授
業
で
実
際
の
公
約
を
扱
う
こ
と

は
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
、
自
分
た

ち
が
暮
ら
す
ま
ち
の
今
後
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
る
た
め
、
教
材
と
し
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

要
望　
子
ど
も
議
会
が
再
び
注
目
を
集

め
て
い
る
。
そ
の
開
催
も
含
め
て
、
生

き
た
授
業
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

二　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
つ
い
て

問　
災
害
に
強
い
Ｉ
Ｔ
環
境
を
作
る
た

め
に
、
庁
舎
内
シ
ス
テ
ム
の
※
ク
ラ
ウ

ド
化
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
ク
ラ
ウ
ド
化
の
前
に
シ
ス
テ
ム
の

変
更
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
検
討

を
行
い
、
段
階
的
に
取
り
組
み
た
い
。

要
望　
３
年
後
の
契
約
終
了
時
に
は
完

成
ま
で
の
予
定
を
見
据
え
た
契
約
更
新

と
な
る
。
早
急
に
着
手
し
て
ほ
し
い
。

問　
経
済
活
性
化
や
新
事
業
の
創
出
な

ど
を
目
的
に
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も

公
共
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
が
進
ん
で

い
る
。
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
年
内
を
め
ど
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一　

一　
安
否
確
認
用
「
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
」
等
の
欠
点
に
つ
い
て

問　
「
我
が
家
は
大
丈
夫
、
他
の
人
を

助
け
て
」
と
い
う
意
思
表
示
と
し
て
、

地
震
発
生
時
に
使
用
さ
れ
る
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
を
市
は
推
奨
し
て
い
る
。
だ
が

そ
れ
は
人
々
が
「
我
が
家
は
大
丈
夫
、

集
ま
っ
て
他
の
人
を
助
け
よ
う
」
と
い

　
創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
以
前
か
ら
一
般
質
問
な
ど
で
、
上

小
学
校
を
中
心
と
す
る
上
地
区
活
性
化

を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
上
小
学
校
の

児
童
数
は
現
在
70
人
ま
で
減
少
し
て
い

る
。
統
廃
合
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
の
果
た
す

役
割
は
大
切
で
統
廃
合
の
考
え
は
な
い
。

問　
上
地
区
は
今
後
、
児
童
数
増
加
が

　一般質問は、9月26日、27日の2日間、
14人の議員によって行われました。
　質問は、市政全般にわたり、活発な議
論が展開されました。
　一般質問は、5面・6面にも掲載され
ています。
　（質問者の文責により、質問と答弁の
要旨を掲載）

　
自
民
・
新
政　
　
　
髙
橋　
照
雄

一　
都
市
と
緑
・
農
が
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問　
生
産
緑
地
の
指
定
か
ら
30
年
経
過

し
た
こ
と
に
よ
り
、
農
地
以
外
へ
転
用

が
可
能
と
な
る
。
農
協
の
調
査
結
果
で

は
約
３
割
の
営
農
者
が
買
い
取
り
の
申

し
出
を
行
う
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
平

成
34
年
問
題
と
い
わ
れ
る
こ
の
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
平
成
34
年
問
題
に
よ
る
買
い
取
り

の
申
し
出
の
増
加
に
よ
り
、
生
産
緑
地

地
区
の
減
少
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。

都
市
農
地
を
市
街
地
内
の
貴
重
な
緑
地

と
し
て
、
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
位

置
づ
け
て
い
く
考
え
に
シ
フ
ト
し
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
都
市
構
造
の
転

換
、
ま
た
、
生
産
緑
地
に
対
す
る
営
農

者
や
農
政
部
局
な
ど
の
意
向
も
把
握
す

力
を
入
れ
農
業
発
展
に
努
め
て
ほ
し
い
。

三　
特
定
外
来
生
物
の
対
策
に
つ
い
て

問　
本
市
に
も
特
定
外
来
生
物
が
い
る

が
、
直
接
人
体
に
影
響
を
与
え
る
ヒ
ア

リ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
で
ヒ
ア
リ
と
確
認
さ
れ
た
個

体
は
な
い
が
、
関
係
省
庁
や
県
と
連
携

し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
市
民
へ
の
正
し
い
情
報
発
信
と

と
も
に
、
対
策
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
横
溝　
泰
世

一　
現
今
下
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
理
想
像
に
つ
い
て

問　
古
谷
市
長
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と

世
界
の
恒
久
平
和
と
い
う
崇
高
な
目
標

を
も
っ
て
、
市
長
就
任
直
後
に
世
界
の

自
治
体
で
構
成
す
る
「
平
和
首
長
会
議
」

に
加
入
さ
れ
、
市
民
憲
章
や
平
和
都
市

宣
言
を
具
体
に
す
べ
く
「
秦
野
市
平
和

の
日
」
を
制
定
さ
れ
た
。
「
平
和
な
く

し
て
福
祉
な
し
」
「
福
祉
な
く
し
て
、

市
民
生
活
の
安
定
な
し
」
を
基
本
に
「 

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
標ひ

ょ
う
ぼ
う榜

し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て

だ
け
が
安
否
確
認
す
る
制
度
で
は
な
い

こ
と
、
必
ず
集
ま
る
こ
と
、
続
け
て
地

震
が
起
こ
る
場
合
を
想
定
し
た
取
り
決

め
を
す
る
こ
と
な
ど
を
、
自
主
防
災
会

に
周
知
徹
底
し
た
い
。

問　
人
命
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

「
広
報
は
だ
の
」
を
使
っ
て
周
知
徹
底

し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答　
よ
く
検
討
し
た
い
。

お
い
て
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
公
開
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
活
用
さ
れ

な
く
て
は
始
ま
ら
な
い
。
先
行
自
治
体

の
追
従
で
は
な
く
、
利
用
者
の
注
目
が

集
ま
る
よ
う
な
情
報
の
公
開
を
進
め
て

ほ
し
い
。

う
気
持
ち
を
な
く
す
原
因
と
な
り
、
防

災
力
の
低
下
を
招
く
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
掲
げ
た
後
は
、

地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
な
く

て
よ
い
と
誤
解
し
て
い
る
人
も
い
る
よ

う
だ
が
、
揚
げ
た
後
は
一
時
避
難
場
所

に
集
合
し
、
安
否
確
認
、
救
助
活
動
な

ど
に
参
加
す
る
こ
と
を
、
再
度
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
確
認
し
て
ま

わ
る
役
を
担
っ
た
人
が
、
不
在
だ
っ
た

り
被
災
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
制
度
は

機
能
し
な
い
。
ま
た
大
き
な
地
震
が
続

け
て
起
き
た
場
合
、
ハ
ン
カ
チ
を
掲
げ

た
後
に
被
災
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
に
は
弊
害
が
多
い
。

市
が
主
導
し
て
、
こ
の
制
度
を
採
用
し

て
い
る
自
主
防
災
会
に
対
し
、
や
め
る

よ
う
説
得
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
自
治
会
の
組
長
な
ど
、
特
定
の
人

見
込
ま
れ
な
い
中
、
学
区
外
か
ら
上
小

学
校
に
通
学
可
能
な
小
規
模
特
認
校
制

度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
上
小
学
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
課
題
整
理
し
、

導
入
に
向
け
、
学
校
と
協
議
を
進
め
る
。

要
望　
地
元
も
共
に
考
え
協
力
す
る
の

で
、
制
度
導
入
に
向
け
、
早
急
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

問　
本
市
の
産
業
の
核
で
あ
る
農
業
は
、

農
業
従
事
者
不
足
が
生
じ
、
荒
廃
地
が

広
が
り
、
鳥
獣
被
害
が
増
加
す
る
な
ど
、

負
の
連
鎖
の
中
、
農
の
担
い
手
の
育
成

と
支
援
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
農
業
塾
を
開
講
し
育
成
に
努
め
、

就
農
者
に
交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

要
望　
農
地
確
保
や
鳥
獣
被
害
対
策
に

る
必
要
か
ら
、
十
分
に
調
査
し
た
う
え

で
、
生
産
緑
地
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

二　
女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て

問　
政
策
の
推
進
を
リ
ー
ド
す
る
役
割

の
管
理
職
に
は
、
女
性
と
男
性
の
双
方

の
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
女
性
管
理
職

の
育
成
や
登
用
に
は
、
計
画
的
か
つ
積

極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
材
育
成
の
基
本
的
な
指
針
で
あ

る
職
員
（
ひ
と
）
づ
く
り
基
本
方
針
や
、

女
性
職
員
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の

特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
お
い
て
、
女

性
職
員
の
登
用
を
主
要
な
取
り
組
み
の

一
つ
と
位
置
付
け
、
推
進
し
て
い
る
。

要
望　
女
性
職
員
が
能
力
を
一
層
発
揮

で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
、

管
理
職
へ
の
登
用
を
お
願
い
し
た
い
。

施
策
の
展
開
を
積
極
的
に
図
っ
て
き
た

と
確
信
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現げ

ん
こ
ん
か

今
下

に
お
け
る
国
際
社
会
の
混
迷
が
深
ま
る

中
、
市
政
の
経
営
方
針
に
大
き
な
方
向

転
換
が
生
じ
れ
ば
、
市
政
に
混
乱
を
き

た
す
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

着
手
し
た
政
策
を
最
後
ま
で
成
し
遂
げ
、

あ
る
い
は
道
筋
を
つ
け
、
将
来
の
世
代

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
環
境
が
整
う

ま
で
、
責
任
を
も
っ
て
市
政
の
か
じ
取

り
を
担
う
べ
き
と
思
う
が
、
決
意
を
伺

い
た
い
。

答　
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
は

決
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

他
に
先
ん
じ
て
解
決
策
を
示
し
て
こ
れ

た
の
は
、
市
民
力
と
職
員
力
の
賜た

ま
も
の物
で

あ
る
。
多
く
の
ご
支
持
を
い
た
だ
け
る

の
な
ら
ば
、
「
み
ど
り
豊
か
な
暮
ら
し

よ
い
都ま

ち市
」
の
実
現
に
引
き
続
き
全
力

を
尽
く
す
た
め
、
翌
年
の
市
長
選
挙
で

市
民
の
審
判
を
受
け
て
い
き
た
い
。

要
望　
難
し
い
局
面
を
迎
え
る
市
政
運

営
で
あ
る
が
、
決
意
を
貫
き
、
全
力
投

球
し
て
ほ
し
い
。

開催しました
夏休み子ども議場見学会

生きた主権者教育を
（写真は平成27年度「子ども議会」の様子）

黄色いハンカチの弊害をふまえた周知を

一般質問

用語解説 ※クラウド化…自社内に設置し運用しているシステムを、専門の事業者が提供するクラウド上に移行し、運用すること。

　議会への親しみをもってもらうため、8月
19日（土）に2回目となる夏休み子ども議場
見学会を開催しました。
　小学3年生から6年生の児童と保護者9組20	
人が参加し、正・副議長との名刺交換や、議長	
役と議員役に分かれて本会議などを体験し、
最後に修了証の授与と記念撮影をしました。
　参加者からは、「議長や副議長、議員の仕
事も知ることができ、緊張したけど、とても
楽しかった」、「本当の議会を見てみたくなり
ました」などの感想が聞かれました。

会派の表記について …「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。

上小学校ならではの特色ある学校づくりを

生産緑地を活用し積極的なまちづくりを

「みどり豊かな暮らしよい都
ま ち

市」の実現へ
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創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
村
上　
　
茂

一　
丹
沢
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
丹
沢
山
地
の
麓
に
あ
る
本
市
の
、

丹
沢
の
魅
力
を
生
か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
29
年
８
月
に
山
の
専
門
誌
と

連
携
し
た
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
山
モ
リ
！

フ
ェ
ス
を
秦
野
で
開
催
し
、
こ
れ
ら
の

情
報
発
信
に
努
め
て
き
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト
で
は
秦
野
の
情
報

が
ト
ッ
プ
の
ほ
う
に
表
示
さ
れ
る
な
ど
、

本
市
の
知
名
度
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

二　
秦
野
Ｓ
Ａ
（
仮
称
）
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
を
活
か
し
た
周
辺
土
地
利
用
構
想
の

推
進
に
つ
い
て

問　
平
成
26
年
度
に
策
定
さ
れ
た
こ
の

構
想
は
、
28
年
度
か
ら
32
年
度
の
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
構
想
に
あ
る
①
産
業
利
用

促
進
ゾ
ー
ン
、
②
地
域
振
興
・
ふ
れ
あ

い
交
流
ゾ
ー
ン
、
③
農
業
生
産
ゾ
ー
ン

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
平
成
28
年
11
月
、
第
７
回
線
引

　
自
民
・
新
政　
　
　
今
井　
　
実　

一　
鶴
巻
排
水
機
場
の
活
用
に
つ
い
て

問　
鶴
巻
地
区
の
市
政
懇
談
会
に
お
い

て
、
鶴
巻
排
水
機
場
を
観
光
資
源
と
し

て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
、
鶴
巻

排
水
機
場
や
そ
の
周
辺
に
関
連
す
る
質

問
が
さ
れ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
大
根
川
ポ
ン
プ
場
が
本
格
稼
動
し

た
こ
と
に
伴
い
、
鶴
巻
排
水
機
場
は
平

成
24
年
度
末
に
排
水
機
能
を
停
止
し
て

い
る
。
現
在
、
建
物
は
資
材
な
ど
を
保

管
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

し
、
敷
地
内
の
草
刈
り
な
ど
は
地
域
住

民
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

問　
鶴
巻
排
水
機
場
は
国
庫
補
助
金
を

　
民　
政　
会　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利

用
拡
大
に
つ
い
て

問　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

再
整
備
か
ら
累
計
で
、
ど
の
程
度
の
費

用
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
平
成
19
年
７
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、

既
存
建
物
の
解
体
の
ほ
か
、
研
修
棟
、

活
動
棟
の
設
置
工
事
、
ま
た
、
風
呂
棟

や
い
ろ
り
棟
、
現
在
建
設
中
の
森
林
遊

び
場
（
仮
称
）
の
第
１
期
工
事
な
ど
、

総
額
約
10
億
７
１
０
０
万
円
と
な
る
。

そ
の
う
ち
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は

約
４
億
２
４
０
０
万
円
と
な
る
。

問　
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、

　
日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭　

一　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
自
殺
や
児
童
虐
待
が
増
加
す
る
中
、

産
後
鬱う

つ

の
予
防
や
早
期
発
見
の
体
制
と

虐
待
防
止
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
産
後
鬱
を
予
防
し
、
早
期
発
見
す

る
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
母

子
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
保
健
師
と
妊

婦
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
安
心

し
て
妊
娠
期
を
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し

て
い
る
。
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
乳
児
家
庭
を
民
生
委
員
が
全

戸
訪
問
し
、
育
児
不
安
軽
減
、
孤
立
防

止
を
目
的
に
実
施
し
た
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
綾
瀬
市
で
の
中
学
３
年
生
自
殺
事

件
を
受
け
、
本
市
の
学
校
で
子
ど
も
た

ち
が
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
、
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、

道
徳
の
時
間
な
ど
、
教
育
活
動
全
体
の

中
で
学
ん
で
い
る
。
命
の
大
切
さ
を
学

ん
で
心
情
を
育
む
こ
と
が
最
大
の
未
然

防
止
に
な
る
た
め
、
命
を
大
切
に
す
る

　
公　
明　
党　
　
横
山　
む
ら
さ
き

一　
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策

に
つ
い
て

問　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
市
民
の
生
活

の
質
を
妨
げ
て
い
る
状
況
に
対
し
、
基

本
指
針
に
沿
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対

策
を
「
健
康
は
だ
の
21
」
に
位
置
付
け

る
べ
き
で
あ
る
。
乳
幼
児
の
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
の
医
療
情
報
の
提
供
や
、
相
談

窓
口
に
お
け
る
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策

き
見
直
し
が
告
示
さ
れ
※
一
般
保
留
フ

レ
ー
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
５
年
か

ら
７
年
先
の
次
回
線
引
き
ま
で
に
計
画

的
市
街
地
整
備
の
め
ど
を
立
て
、
随
時
、

市
街
地
区
域
へ
の
編
入
を
行
う
。
②
28

年
度
か
ら
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

と
し
て
、
地
域
産
業
の
活
性
化
に
取
り

組
む
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
体
験
事
業
を
実
施

し
て
お
り
30
年
度
に
は
誘
致
策
を
ま
と

め
る
。
③
29
年
７
月
、
土
地
所
有
者
や

農
家
の
方
と
周
辺
地
域
に
係
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
議
論
を
始
め
た
。

今
後
は
県
も
含
め
て
具
現
化
を
図
る
。

活
用
し
建
設
さ
れ
た
た
め
、
法
律
に
基

づ
く
処
分
制
限
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
処
分
制
限
期
間
終
了
後
に
解

体
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　
施
設
自
体
を
残
す
と
い
う
考
え
も

あ
る
が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
く
。

要
望　
地
元
に
は
鶴
巻
排
水
機
場
の
建

物
を
活
用
し
て
地
域
の
観
光
拠
点
に
し

た
い
と
い
う
強
い
要
望
が
あ
る
。
鶴
巻

地
区
は
昔
か
ら
水
と
戦
っ
て
き
た
歴
史

が
あ
り
、
こ
の
鶴
巻
排
水
機
場
か
ら
地

域
の
歴
史
を
体
感
で
き
る
よ
う
な
活
用

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二　
お
も
て
な
し
に
十
分
配
慮
さ
れ
た

観
光
の
推
進
に
つ
い
て

要
望　
本
市
に
は
貴
重
な
財
産
が
多
く

ど
の
程
度
か
。

答　
平
成
28
年
度
で
は
、
施
設
職
員
の

人
件
費
、
施
設
の
維
持
に
関
す
る
清
掃

や
点
検
委
託
な
ど
で
約
４
５
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

問　
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
19
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
、
直

後
の
20
年
度
の
３
万
35
人
を
最
高
に
、

28
年
度
で
は
、
約
２
万
９
０
０
人
と
年 

々
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

問　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
今
後
も
厳

し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
民
間
な
ど

と
連
携
し
稼
働
率
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
稼
働
率
向
上
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る

教
育
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

三　
経
済
振
興
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
３
年

間
、
秦
野
産
材
を
使
用
し
な
い
リ
フ
ォ

ー
ム
に
対
し
て
も
、
快
適
な
住
ま
い
づ

く
り
補
助
金
を
交
付
し
た
。
不
景
気
で

消
費
が
落
ち
込
む
中
、
経
済
活
性
化
の

た
め
、
補
助
額
の
約
12
倍
の
経
済
波
及

効
果
が
あ
っ
た
補
助
金
を
復
活
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
経
済
活
性
化
に
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
た
め
、
今
後
も
秦
野
産
材
に
特
化

し
た
補
助
制
度
を
進
め
て
い
く
。

は
、
妊
娠
期
か
ら
相
談
に
応
じ
て
い
る

が
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
必
要

な
情
報
を
掲
載
し
、
乳
幼
児
健
診
な
ど

の
機
会
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
。

二　
秦
野
版
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

問　
①
東
京
五
輪
開
催
年
に
迎
え
る
本

市
の
植
樹
祭
準
備
は
、
②
市
民
の
※
水

リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
、
お
い
し

い
秦
野
の
水
を
通
じ
、
水
問
題
を
考
え

る
一
日
名
水
大
学
校
の
実
施
や
国
際
貢

献
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
植
樹
祭
の
時
期
や
場
所
は
未
定

だ
が
、
苗
づ
く
り
を
小
・
中
学
校
の
協

力
で
進
め
た
い
。
②
市
民
参
加
の
機
会

を
検
討
し
た
い
が
、
お
い
し
い
秦
野
の

水
を
通
し
た
国
際
貢
献
は
、
水
道
利
用

者
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
難
し
い
。

三　
商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て

問　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

東
海
大
学
近
道
商
店
街
は
、
学
生
に
よ

る
経
済
効
果
は
な
く
、
店
舗
撤
退
が
続

い
て
い
る
が
、
商
店
街
の
将
来
像
を
ど

う
考
え
る
か
。

答　
東
海
大
学
と
連
携
し
、
学
生
の
ま

ち
と
し
て
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
商

店
街
活
性
化
を
商
店
街
と
共
に
考
え
て

い
き
た
い
。

可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
戦
略
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
特
に
閑
散
期
で
稼
働
率
が
低
い

１
月
、
２
月
、
５
月
の
稼
働
率
を
上
げ

る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
も
し
、

行
政
で
は
企
画
や
運
営
な
ど
が
難
し
い

場
合
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
な
ど
の
知

恵
や
力
を
借
り
、
進
め
て
ほ
し
い
。

あ
る
が
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し

き
れ
て
い
な
い
。
観
光
振
興
基
本
計
画

で
掲
げ
た
課
題
点
な
ど
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

○ 8 月
	 17日（木）	 •代表者会議　•議員連絡会　•議員研修会　•議会運営委員会
　26日（土）	•災害時等対策訓練
　29日（火）	•議案送付
○ 9 月
	 1 日（金）	•議会運営委員会	 【傍聴者数 2人】
	 5 日（火）	•市議会第3回定例会開会	 【傍聴者数 6人】
	 	 •代表者会議　•議会運営委員会
	 6 日（水）	•代表者会議
	 7 日（木）	•議会運営委員会
	 	 •本会議（議案審議）	 【傍聴者数 2人】
	 	 •総務常任委員会（初委員会）
	 	 •文教福祉常任委員会（初委員会）
	 	 •環境都市常任委員会（初委員会）
		  •議会運営委員会
	 	 •予算決算常任委員会（初委員会）
	 	 •代表者会議
	 12日（火）	•予算決算常任委員会（総括質疑、歳入の質疑）	【傍聴者数 8人】
	 13日（水）	•予算決算常任委員会（総務分科会）	 【傍聴者数14人】
	 14日（木）	•予算決算常任委員会（文教福祉分科会）	 【傍聴者数 1人】
	 15日（金）	•予算決算常任委員会（環境都市分科会）	 【傍聴者数 1人】
	 20日（水）	•議会運営委員会
	 	 •総務常任委員会	 【傍聴者数 1人】
	 	 •予算決算常任委員会（総務分科会）	 【傍聴者数 1人】
	 21日（木）	•文教福祉常任委員会	 【傍聴者数 1人】
	 	 •予算決算常任委員会（文教福祉分科会）	 【傍聴者数 1人】
	 22日（金）	•環境都市常任委員会
	 	 •予算決算常任委員会（環境都市分科会）
	 	 •追加議案送付
	 26日（火）	•本会議（一般質問）	 【傍聴者数22人】
	 	 •代表者会議　•議会運営委員会　•追加議案送付
	 27日（水）	•本会議（一般質問）	 【傍聴者数60人】
	 29日（金）	•本会議（議案審議）　•追加議案送付
○10月
	 4 日（水）	•議会運営委員会	 【傍聴者数 1人】
	 	 •予算決算常任委員会閉会
	 	 •市議会第3回定例会閉会	 【傍聴者数 2人】
	 	 •議会運営委員会　・議会報編集委員会
	 5 日（木）	•秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第3回定例会	【傍聴者数 3人】
	 16日（月）	•代表者会議　•議員連絡会　•議会運営委員会
○11月
	 7 日（火）	•議会運営委員会
	 13日（月）	•代表者会議  •議員連絡会  •議会運営委員会  •議会報編集委員会
	 17日（金）	•議案送付

丹
沢
の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
と

発
信
が
秦
野
の
活
性
化
の
源
に

表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
率
向
上
を

経
済
活
性
化
の
た
め
秦
野
産
材
を
使
用
し
な
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
制
度
を
復
活
せ
よ

推す
い
譲じ
ょ
うの
精
神
で
国
際
貢
献
し
、

秦
野
名
水
の
名
を
上
げ
よ

鶴
巻
排
水
機
場
を

地
域
の
歴
史
的
遺
産
に

用語解説 ※一般保留フレーム…市街化調整区域内に市街化区域の編入を保留する区域などを設定し、計画的な市街地整備が確実になった時点で、随時、市街化区域に編入する「保留制度」のうち、区域を特定せず、人口などの枠（フレーム）を示し、設定するもの。
※SDGs…「持続可能な開発目標」のことで、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された、2016年から2030年までの国際目標のこと。
※水リテラシー…より安全な水の確保や災害リスク削減への貢献を目的とした、水資源の利用および管理に関する多面的な知識のこと。

丹沢の魅力を広く発信した
TANZAWA山モリ！フェス

地域の歴史が体感できるような
鶴巻排水機場の活用を

閑散期の有効活用を
（写真は表丹沢野外活動センター）

産後鬱に陥らないよう顔の見える支援を

おいしい秦野の水を通じた国際貢献を
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民　
政　
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
南
地
区
臭
気
対
策
に
つ
い
て

問　
依
然
と
し
て
、
臭
気
問
題
は
改
善

し
て
い
な
い
。
今
も
関
連
自
治
会
の
課

題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
２

年
近
く
、
今
泉
堆
肥
利
用
組
合
、
自
治

会
、
行
政
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
情
報
の
共
有
化
と
問
題
解

決
の
た
め
に
、
意
見
交
換
会
の
開
催
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
臭
気
軽
減
に
向
け
た
前
向
き
な
話

し
合
い
が
で
き
る
よ
う
な
状
況
が
見
込

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
良
好
な
関
係
を

構
築
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

問　
金
井
場
配
水
場
付
近
で
は
、
２
年

ほ
ど
前
か
ら
大
量
の
ハ
エ
が
発
生
し
て

い
る
が
、
愛
川
町
か
ら
搬
入
さ
れ
る
原

料
の
発
酵
堆
肥
の
一
時
置
き
場
が
発
生

源
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
現
在
の
臭
気

が
強
い
状
態
で
の
持
ち
込
み
で
は
な
く
、

発
酵
が
進
み
臭
気
が
収
ま
っ
た
堆
肥
で

も
品
質
が
維
持
で
き
る
か
な
ど
、
専
門

的
な
視
点
か
ら
の
原
因
究
明
と
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
生
ご
み
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
の
普
及

促
進
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
の
一
般

質
問
で
、
ご
み
減
量
問
題
は
最
重
要
課

題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
最
も
ご
み

減
量
に
効
果
が
期
待
で
き
る
生
ご
み
処

理
器
キ
エ
ー
ロ
の
普
及
促
進
を
訴
え
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
広
報
は
だ
の
特
集
号
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
タ
ウ
ン
情
報
誌
な
ど
の
媒
体
を

通
じ
た
Ｐ
Ｒ
や
商
工
ま
つ
り
な
ど
で
の

展
示
や
出
前
講
座
で
の
啓
発
を
進
め
る

中
、
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
こ
と

か
ら
、
キ
エ
ー
ロ
を
西
庁
舎
前
や
各
公

　
緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
木
村　
眞
澄　

一　
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
家
具
転
倒
防
止
な
ど
自
分
の
命
を

守
る
た
め
の
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
市

民
に
対
す
る
周
知
は
ど
う
か
。
ま
た
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
大
型
の
商
業
施
設

に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
防
災
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

　
日
本
共
産
党　
　
　
露
木　
順
三

一　
防
災
・
減
災
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
７
月
５
日
の
九
州
北
部

豪
雨
は
死
者
・
行
方
不
明
者
41
名
で
あ

っ
た
。
本
市
で
は
、
危
険
箇
所
な
ど
を

掲
載
し
た
み
ん
な
で
作
る
防
災
マ
ッ
プ

を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
１
３
１

自
治
会
中
14
自
治
会
し
か
作
成
し
て
お

ら
ず
早
急
な
対
策
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

答　
地
域
の
災
害
特
性
を
考
慮
し
た
作

成
方
法
の
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
の
働
き
か
け
を
強
め
る
。

二　
国
民
健
康
保
険
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
度
末
、
滞
納
世
帯
の
被

答　
ハ
エ
の
発
生
源
は
特
定
で
き
て
い

な
い
が
、
発
酵
堆
肥
の
製
造
過
程
も
含

め
、
平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け

て
、
神
奈
川
県
が
臭
気
軽
減
に
向
け
た

調
査
・
研
究
の
た
め
の
臭
気
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
た
め
、

市
も
参
画
し
、
科
学
的
側
面
か
ら
の
調

査
・
研
究
に
取
り
組
む
。

意
見　
こ
の
臭
気
問
題
は
、
足
か
け
９

年
も
費
や
さ
れ
て
い
る
。
臭
気
対
策
に

つ
い
て
は
、
原
因
者
の
話
だ
け
で
対
応

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
第
三
者
機
関

を
入
れ
て
、
早
急
に
問
題
解
決
の
た
め

の
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

民
館
に
設
置
し
、
実
際
に
生
ご
み
を
投

入
し
実
演
展
示
も
行
っ
て
い
る
。

問　
前
回
の
一
般
質
問
で
は
、
キ
エ
ー

ロ
の
供
給
体
制
の
確
立
が
課
題
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
十
八
瀬
川
自
然
村

の
協
力
に
よ
り
、
キ
エ
ー
ロ
１
台
を
消

費
税
・
送
料
込
み
の
８
千
円
で
生
産
で

き
る
体
制
が
整
っ
た
た
め
、
供
給
体
制

は
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
生
ご
み
減
量
は
、
ご
み
処
理
コ
ス

ト
の
削
減
に
大
き
く
つ
な
が
る
。
今
後
、

補
助
金
支
給
率
を
さ
ら
に
上
げ
る
な
ど
、

早
期
に
市
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

啓
発
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
を
通
じ

て
市
民
へ
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
大

型
店
舗
連
絡
協
議
会
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
議
の
場
に
お
い

て
設
置
に
つ
い
て
依
頼
し
て
い
く
。

問　
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
以
外
に
防
災

ラ
ジ
オ
の
導
入
を
以
前
か
ら
提
案
し
て

保
険
者
証
取
り
上
げ
数
は
１
９
４
８
人

で
、
そ
の
う
ち
病
院
で
10
割
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
資
格
証
明
書
は
３
８
５

人
で
あ
る
。
要
綱
に
滞
納
世
帯
の
所
得

状
況
や
実
態
調
査
に
よ
り
、
医
療
機
関

で
10
割
医
療
費
が
払
え
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
、
被
保
険
者
証
返
還
請
求
や

資
格
証
明
書
の
交
付
を
行
わ
な
い
と
あ

り
、
貧
困
状
態
の
市
民
に
は
生
活
保
護

や
福
祉
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
納
税
相
談
の
内
容
に
よ
り
、
福
祉

施
策
に
つ
な
い
だ
件
数
は
年
に
１
件
あ

り
、
福
祉
部
内
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る

部
門
で
連
携
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

三　
渋
沢
丘
陵
霊
園
建
設
に
つ
い
て

問　
墓
地
等
経
営
許
可
申
請
は
平
成
26

年
10
月
３
日
に
許
可
さ
れ
た
が
55
筆
の

う
ち
一
筆
だ
け
が
許
可
と
同
時
に
所
有

権
移
転
が
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
契
約
書

の
土
地
所
有
者
が
違
う
か
ら
で
本
市
の

確
認
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
二
つ
の
土
地
売
買
契
約
を
経
て
所

有
権
が
移
転
さ
れ
て
お
り
審
査
手
続
き

の
中
で
し
っ
か
り
状
況
確
認
し
て
い
る
。

い
る
が
、
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
は
防
災
行
政

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

二　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
（ 

そ
の
２
）

要
望　
東
京
都
の
公
益
財
団
法
人
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
契
約
し
、
※
フ
ー
ド

バ
ン
ク
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
は
評
価

す
る
が
、
農
協
な
ど
民
間
企
業
の
協
力

を
得
て
、
も
っ
と
身
近
で
フ
ー
ド
バ
ン

ク
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問　
学
習
支
援
は
現
在
、
生
活
保
護
世

帯
と
生
活
困
窮
世
帯
の
小
学
５
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
週
２
回

実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
低
学
年
か

ら
の
受
け
入
れ
と
部
屋
な
ど
の
確
保
を

し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

答　
安
全
に
通
学
で
き
れ
ば
積
極
的
に

受
け
入
れ
し
、
教
室
な
ど
を
確
保
す
る
。

答　
生
ご
み
分
別
収
集
世
帯
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
最
大
限
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
と
も
に
補
助
率
も
検
討
し
た
い
。

要
望　
ご
み
の
減
量
化
へ
向
け
た
あ
ら

ゆ
る
知
恵
を
振
り
絞
り
、
こ
の
ピ
ン
チ

を
逆
に
環
境
都
市
秦
野
を
築
き
上
げ
る

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

南
地
区
の
臭
気
問
題
、

９
年
目
に
終
止
符
を

大
災
害
に
備
え
て

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
対
策
を

市
長
は
国
保
の
被
保
険
者
証
の
取
り
上
げ
を
や
め
、

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
れ

生
ご
み
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
の

さ
ら
な
る
普
及
促
進
を

一
般
質
問

臭気への科学的なアプローチを
（南地区の遠望）

キエーロの普及によりごみ減量の実現を
（議員有志によりキエーロを制作・設置）

早急に防災マップ作成の働きかけを

災害に備えた対策を
（写真は平成29年度防災訓練（避難所訓練））

秦野曽屋高校での出前講座の様子

用語解説

秦野曽屋高校で出前講座を開催
～高校生270人が「選挙と議会のしくみ」について学習～

※フードバンク…食品企業の製造工程で発生する規格外品などを引き取り、福祉施設などへ無料で提供すること。

（
一
般
質
問
は

４
面
・
５
面
に
も
掲
載
）

議　　　長 　阿蘇　佳一
副　議　長 　相原　　學

常
任
委
員
会
委
員

総　　務（8人）
◎今井　実　○八尋伸二　　相原　學
　露木順三　　谷　和雄　　横山むらさき
　高橋文雄　　諸星　光

文教福祉（8人）
◎山下博己　○古木勝久　　佐藤文昭
　川口　薫　　横溝泰世　　風間正子　
　村上　茂　　和田厚行

環境都市（7人）
◎木村眞澄　○加藤　剛　　吉村慶一
　野田　毅　　小菅基司　　髙橋照雄
　大野祐司

予算決算（23人）

議長を除く全議員
　◎相原　學
　○今井　実（総務常任委員会委員長）
　○山下博己（文教福祉常任委員会委員長）
　○木村眞澄（環境都市常任委員会委員長）

議会運営委員会委員
（9人）

◎大野祐司　○今井　実　　露木順三
　加藤　剛　　川口　薫　　山下博己
　八尋伸二　　高橋文雄　　小菅基司

議会報編集委員会
（11人）

◎阿蘇佳一　○相原　學
　および議会運営委員会委員

監査委員（1人） 　小菅基司
農業委員会委員（2人）　小菅基司　　和田厚行
秦野市伊勢原市
環境衛生組合議会議員

（6人）

　露木順三　　山下博己　　高橋文雄
　風間正子　　村上　茂　　諸星　光

金目川水害予防組合
議会議員（1人） 　髙橋照雄

（◎委員長　○副委員長）
平成29年10月５日現在

議会役職等構成一覧

　議会事務局では、市民の皆さん
の疑問にお答えするため、出前講
座を実施しています。学校の授業、
自治会や職場の研修会などを開催
するときに、議会のしくみを学ん
でみませんか。議会事務局までお
問い合わせください。

議会のしくみ、
聞いてみませんか？

　10月19日（木）に、選挙管理委員会事務局と議会事務局の職員が県立秦野曽屋高校に出向き、
3年生の生徒270人に「選挙と議会のしくみ」について講義しました。
　講義を聞いていた生徒の中には、初めて選挙権を持ち、10月22日（日）の衆議院議員総選挙
で実際に投票ができる生徒もいました。
　生徒からは、「講義を聞いて、選挙に行こうと思った」、「一般質問は、どのような質問があるのか」
などの声がありました。
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そうなんだ～
録画中継見てみたけど、結構白熱してて、臨場感あるね
今度、生で見たくなってきたかも…

議
案
第
51
号　
平
成
29
年
度
秦
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
４
６
万
７ 

千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

答　
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
長
期

的
な
視
点
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
環
境
都
市
分
科
会
）

鶴
巻
温
泉
駅
と
大
山
ケ
ー
ブ
ル
駅
を
つ

な
ぐ
バ
ス
の
実
証
運
行
に
つ
い
て

要
望　
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
財
政
投

資
を
惜
し
ま
ず
、
大
山
参
り
を
体
感
で

き
る
仕
掛
け
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
と
鶴
巻
温

泉
の
利
用
客
が
競
合
し
、
実
証
運
行
に

支
障
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議
案
第
55
号
・
59
号　
秦
野
市
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

井
上
文
男
委
員
が
平
成
29
年
９
月
30

日
に
任
期
満
了
、
諸
星
光
議
員
が
平
成

29
年
10
月
３
日
に
辞
職
し
た
た
め
、
井

上
委
員
の
後
任
に
田
中
紀
光
氏
、
諸
星

委
員
の
後
任
に
小
菅
基
司
議
員
を
そ
れ

ぞ
れ
選
任
す
る
も
の
。

　

田
中
氏
は
昭
和
45
年
生
ま
れ
。
現
在
、

弁
護
士
法
人
小
田
原
三
の
丸
法
律
事
務

所
勤
務
。

　

小
菅
議
員
は
昭
和
40
年
生
ま
れ
。
現

在
、
市
議
会
議
員
４
期
目
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

同
意
（
賛
成
全
員
）

＊　
　

＊　
　

＊

議
案
第
56
号　
秦
野
市
教
育
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
な
ど

（
総
務
分
科
会
）

消
防
団
車
庫
待
機
室
整
備
に
お
け
る
自

家
発
電
の
設
置
に
配
慮
し
た
設
計
に
つ

い
て

要
望　
災
害
時
の
拠
点
と
な
る
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
式
の
発

電
機
で
は
応
急
的
な
復
旧
に
と
ど
ま
る

た
め
、
拠
点
機
能
と
し
て
自
家
発
電
設

備
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

（
文
教
福
祉
分
科
会
）

浮
世
絵
常
設
展
示
に
お
け
る
学
芸
員
の

配
置
に
つ
い
て

問　
浮
世
絵
は
紫
外
線
に
弱
く
、
管
理

保
管
や
展
示
方
法
な
ど
に
も
高
度
の
専

門
性
が
求
め
ら
れ
る
。
浮
世
絵
を
最
大

限
活
用
す
る
た
め
に
は
、
学
芸
員
の
配

置
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

▼
要　
旨

　

髙
𣘺
照
江
委
員
の
任
期
が
平
成
29
年

９
月
30
日
に
満
了
す
る
の
で
、
同
委
員

を
再
任
す
る
も
の
。

　

髙
𣘺
氏
は
昭
和
24
年
生
ま
れ
。
平
成

20
年
か
ら
現
職
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

同
意
（
賛
成
全
員
）

＊　
　

＊　
　

＊

議
案
第
57
号　
秦
野
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

染
谷
武
彦
委
員
の
任
期
が
平
成
29
年

９
月
30
日
に
満
了
す
る
の
で
、
同
委
員

を
再
任
す
る
も
の
。

　

染
谷
氏
は
、
昭
和
26
年
生
ま
れ
。
平

成
29
年
か
ら
現
職
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

同
意
（
賛
成
全
員
）　

浮
世
絵
常
設
展
示
の
た
め
な
ど
の

補
正
予
算
を
可
決

監
査
委
員
に
田
中
氏
・
小
菅
議
員
を
選
任

教
育
委
員
会
委
員
に
髙
𣘺
氏
を
再
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
染
谷
氏
を
再
任

全
て
の
薬
害
肝
炎
被
害
者
に
安
心
し
た
生
活
を

薬
害
肝
炎
被
害
者
の
早
期
救
済
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

平
29
陳
情
第
22
号　
薬
害
肝
炎
救
済
法

の
延
長
等
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

薬
害
肝
炎
救
済
法
の
請
求
期
限
が
平

成
30
年
１
月
15
日
に
迫
る
中
、
カ
ル
テ

な
ど
の
調
査
が
進
ま
ず
、
請
求
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
、
①
給
付
金
請
求
期

限
を
延
長
す
る
こ
と
、
②
症
状
が
悪
化

し
た
場
合
の
請
求
期
限
を
撤
廃
す
る
こ

と
、
③
慢
性
Ｃ
型
肝
炎
を
経
ず
に
劇
症

肝
炎
で
死
亡
し
た
場
合
も
救
済
す
る
こ

と
、
④
特
定
血
液
製
剤
以
外
の
血
液
製

剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
も
救
済
す
る

こ
と
に
つ
い
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し

て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　
委
員
会
と
し
て
は
、
「
特
定
血
液
製

剤
以
外
の
製
剤
も
法
の
対
象
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
国
の
見
解
は
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
投
与
の
時
期
を
問
わ
ず
一

律
に
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
法
の
趣
旨
や
救
済
が
進
ま
な
い
現
状

を
踏
ま
え
、
全
て
の
被
害
者
の
救
済
に

向
け
て
、
国
は
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
」

と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　

＊　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号　
薬
害
肝
炎

被
害
者
の
早
期
救
済
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

法
で
定
め
る
請
求
期
限
ま
で
に
カ
ル

テ
な
ど
の
調
査
が
進
ま
ず
請
求
に
至
ら

な
い
た
め
、
給
付
金
の
請
求
期
限
を
延

長
す
る
こ
と
や
症
状
が
悪
化
し
た
場
合

の
追
加
給
付
金
の
請
求
期
限
を
撤
廃
す

る
こ
と
な
ど
、
全
て
の
薬
害
肝
炎
被
害

者
の
救
済
に
つ
な
が
る
措
置
を
講
じ
る

よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

陳

情

意

見

書

平29陳情第25号　今泉堆肥利用組合の堆肥化
施設の運用を開設当初の攪拌機１台、外部か
らの混合物の割合を自らの糞を超えない量と
することを市長へ要請する陳情

継続審査となった陳情

平29陳情第23号　今泉堆肥利用組合の堆肥化
施設の運用に環境産業部長、農産課長らが不
正に歴代にわたり関与しているので秦野市長
の任命責任を問う陳情
平29陳情第24号　今泉堆肥利用組合の堆肥化
施設の運用に環境産業部長、農産課長らが歴
代にわたり不正に関与しているので行政の説
明責任を問う陳情

配付に留めた陳情

図書館内はだの浮世絵ギャラリーの様子

新たな大山参りルートの検証へ
（実証運行事業者は神奈川中央交通西㈱）

意外と知らない議会の様子、今回は「一般質問」について、
丹沢はだの三兄弟のSNSでのやりとりからご紹介します。 丹沢あゆみ 丹沢のぼる 丹沢すすむ

インターネットで本会議中継が見れます
秦野市議会ホームページでは、会期日程や
議員紹介、審議結果や過去の会議録など、
さまざま情報を発信しています。

詳しくはココ⬆
本会議は、当日の受付だけで傍聴できます。

本会議場ならではの雰囲気を、
ぜひ一度体験してみてください。

（
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載
）

議

案

審

議

ニュースとかでたまに聞く、「一般質問」ってなんだろう？

へ～ 市役所がやっていることならなんでも聞けるんだね

じゃあ、疑問があったら、たくさん質問すれば、
いろんなことが聞けるね

議員が市政の中で感じる様々な疑問を自由に聞いたり、市民の様々
な意見を反映させたりするために行うのが「一般質問」だよ

教育や福祉、防災やまちづくりのことなど、今回
の9月定例会では14人の議員が質問してるよ
過去の一般質問も録画で見れるよ

いやいや 議員は24人いるん
だから、できるだけみんなが質
問できるようにしないと
だから、質問時間は質問と答弁
含めて60分って決まっている
んだって

ギ カ イ の ギ モ ン
〜一般質問って、なんだろう？

議場は議員と市役所職員が
対面する形につくられています

定員は62名（車いす席2席含）です
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〈9月定例会の審議結果一覧表〉 ○：賛成　　●：反対　　欠：欠席

議案等
番号

議　　案　　等　　名
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）
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第 42 号
平成28年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○
要旨：2、3ページに掲載

第 43 号
平成28年度秦野市水道事業会計決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○
要旨：2、3ページに掲載

第 44 号
平成28年度秦野市公共下水道事業会計決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○
要旨：2、3ページに掲載

第 45 号
平成28年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○
要旨：2、3ページに掲載

第 46 号
平成28年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○
要旨：2、3ページに掲載

第 47 号
平成28年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 欠 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○
要旨：2、3ページに掲載

第 48 号
秦野市特別職職員の給与等に関する条例及び秦野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正す
ることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：平成29年9月1日に就任した教育長の給料月額に係る減額措置を任期満了まで行うとと
もに、その減額率を退職手当の額に反映させるため、改正するもの

第 49 号
秦野市介護保険条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○要旨：介護保険法の一部改正により、介護保険事業の運営上必要な調査において文書提出などの
命令に応じない場合に過料を科せられる者として第2号被保険者の配偶者などを加えるとともに、
被保険者の世帯に属する者についても過料を科すこととするため、改正するもの

第 50 号
工事請負契約の締結について（消防署西分署の新築及び既存の消防署西分署の解体）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：1ページに掲載

第 51 号
平成29年度秦野市一般会計補正予算（第3号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：7ページに掲載

第 52 号
平成29年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第1号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：収益的支出の予定額のうち、過年度損益修正損として330万9千円を追加するもの

第 53 号
平成29年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：療養給付費等交付金返納金として、歳入歳出それぞれ2,187万8千円を追加するもの

第 54 号
平成29年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：介護保険給付費等準備基金積立金や国庫支出金過年度分返還金など3件について、歳入歳
出それぞれ2億5,852万1千円を追加するもの

第 55 号
秦野市監査委員の選任について

同意
要旨：7ページに掲載

第 56 号
秦野市教育委員会の委員の選任について

同意
要旨：7ページに掲載

第 57 号
秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について

同意
要旨：7ページに掲載

第 58 号
平成29年度秦野市一般会計補正予算（第2号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：平成29年10月22日（日）に行われる衆議院議員総選挙および最高裁判所裁判官国民審
査執行委託金として、歳入歳出それぞれ5,335万9千円を追加するもの

第 59 号
秦野市監査委員の選任について

同意
要旨：7ページに掲載

平29陳情
第 22 号

薬害肝炎救済法の延長等を求める陳情 趣旨
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

要旨：7ページに掲載
平29陳情
第 25 号

今泉堆肥利用組合の堆肥化施設の運用を開設当初の攪拌機1台、外部からの混合物の割合を自ら
の糞を超えない量とすることを市長へ要請する陳情

継続
審査

委員会提出
議案第2号

秦野市議会委員会条例の一部を改正することについて
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

要旨：予算および決算の審査における組織体制の見直しに伴い、予算決算常任委員会を設置するもの
委員会提出
議案第3号

薬害肝炎被害者の早期救済を求める意見書の提出について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

要旨：7ページに掲載
報 告 案 件

（ ６ 件 ）
専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償）／専決処分の報告について（施設の管理瑕疵に係る損害賠償）／専決処分の報告について（工事請負契約の変更）／平成28
年度秦野市一般会計継続費精算報告書／平成28年度秦野市公共下水道事業会計継続費精算報告書／平成28年度秦野市健全化判断比率及び資金不足比率について
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11月24日（金)	 午 前 ９ 時	 本会議（開会・提案説明)

28日（火)	 〃 	 本会議（議案審議)

30日（木)	 午 前 ９ 時 3 0 分	 総務常任委員会

	 総務常任委員会閉会後	 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）

12月 1 日（金)	 午 前 ９ 時 3 0 分	 文教福祉常任委員会

	 文教福祉常任委員会閉会後	 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）

4 日（月)	 午 前 ９ 時 3 0 分	 環境都市常任委員会

	 環境都市常任委員会閉会後	 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）

5 日（火)	 午 前 ９ 時 3 0 分	 議会運営委員会（審査事件がある場合に開催）

6 日（水)	 午 前 9 時	 本会議（一般質問)

7 日（木)	 〃 	 本会議（一般質問)

8 日（金)	 〃 	 本会議（一般質問)

14日（木)	 午 前 9 時 3 0 分	 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決)

	 常 任 委員会閉会後	 本会議（委員長報告・議案審議・閉会)

※会議の日程および時刻は変更することがあります。

…………………　12月定例会日程　…………………

編
集
後
記

表紙写真を募集します！
テーマ：秦野の風景、地域や学校の行事など

「はだの議会だより」227号（平成30年2月中旬発行）の表紙写真を募集します。
応募媒体：①現像写真（2Lサイズ横長・カラープリント）

②電子データ
　(デジタルカメラは500万画素数以上のもので、JPEG形式）
※１回の応募点数は１人３点まで

応募資格：市内在住、在勤または在学の方
締め切り：平成30年1月25日（木）必着
応募方法：所定の申し込み用紙に記入し、持参、郵送、またはメール
○ 郵送先  〒257-8501 秦野市桜町一丁目３番２号 秦野市議会事務局あて
○ メール  gikai@city.hadano.kanagawa.jp
※メールの場合、表題は「議会だより表紙写真応募」としてください。
	 ファイルサイズを2MB以下にしてください。
※詳しくは、ホームページをご覧になるか議会事務局（☎0463-82-9652）
までお問い合わせください。
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